








 

研究目的 

 196l 年,Usher①が呼吸窮迫症候群(以下 RDS と略す)の acidosis に対して重

曹によるアルカリ療法を提唱して以来,その効果は一般に認められ普及してい

る。 

 ところが,1972 年,斎藤②は低出生体重児の剖検において,RDS で死亡した症

例に脳室内出血が多くみられ,特に重曹療法を行った症例に多発していると報

告し,1974 年には,Simmonds③らがその出血は重曹療法による高ナトリウム血

症によるものと報告し,従来のアルカリ療法に大きな警鐘を与えた。 


